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すなのなかに

ピカリとひかるものが みえました。

よーくみると

それは『きん』のつぶ さきん でした。

ひかるくんは

しょうがくいちねんせい。

きょうは ともだちと

さきんとりの たいけんにきています。

ボウルにすなを たくさんすくって

すこしずつ みずのなかにおとしていくと

『きん』だ！

やったぁ！

さきんがとれた！！

きれいだなぁ～

ひかるくんは おおよろこび。

でも、ふとおもいました。

　「なんで すなの なかから

　　『きん』が でてくるのかな？ ふしぎだなぁ」



そのとき とつぜん

　そらがひかり かがやくこばんが

　　くもにのって おりてきました。 「こばんがしゃべった！！」

　ひかるくんはびっくり。

あっというまに

くもにのせられ

ひかるくんとゴールドじいは

そらたかく まいあがりました。

「わしは おおばんこばんの ゴールドじいじゃ。

　さどのことなら なーんでもしっておる。

　　さぁ、きんざんのひみつをしるたびに レッツゴーじゃ！！」



ふたりは さどの まうえにきました。

　「そらから さどをみるのって はじめて！ 

　　　おもしろいかたちを しているんだね」

「そうじゃ。 さどは うみのそこが

　もりあがり ふたつのやまができて

　　それがくっついて できたしまなんじゃ。

　　　だから こんなかたちなんじゃよ。」

「うみのそこの、 『きん』がふくまれているじめんが もりあがって

　やまのなかに たくさんの『きん』ができたんじゃ。」

「やまいっぱいの『きん』！？

            とりほうだいだ！」



「さどでは やまのなかの『きん』が やく400ねんものあいだ とれたんじゃ。

　とれたりょうは およそ78トン。ぞう20とうと おなじおもさなんじゃ。

「とってもたいへんそう！

　ひとのちからだけで やまがわれるほど ほったなんて びっくりだね」

しかも そのはんぶんいじょうが

　きかいではなく

　ひとのちからで ほりおこされたんじゃよ。

　　　　　　　　　　　すごいじゃろ。」



「そういえば 『きん』って

　どうやって やまからとれるの？」
「おっ！ ナイスなしつもんじゃのう！！」

「『きん』は さきんのような

　つぶでとれるものもあれば

　　いろいろなものとまざって

　やまのなかで

　　いしのかたまりになって

　　　いるものもあるんじゃ。」

ほったら

　ザクザクでてくる！?

それとも

　どこかに

　　かくされている！？



「そして いしのかたまりのなかの『きん』は

　　　　ほってすぐ とれるわけでは ないんじゃ」

「その『きん』を てにいれる ためには

　　こんなに たくさんのことを しなければ ならないんじゃ」

①『きん』が はいっている
　いしのかたまりをみつける

④いしをこまかく くだいて すりつぶす ⑤すなのなかから 『きん』をとりだす

②そのいしを ほりだす ③やまから いしを はこびだす



「ひえぇ～たいへんだ！ そうやって とれた『きん』は どうするの？

　ちいさい『きん』だと うれないよね? ぼくも おおきいほうがいいもん。」

「ちいさい『きん』を たくさんあつめて『こばん』をつくったんじゃ。

　さどでつくられる『こばん』は

　　がいこくのしょうひんをかうのにも つかわれたんじゃよ。

　　　とおく オランダのくにまでいった『こばん』もあるんじゃ」

「まってましたぁ！！ おおばんこばん だーいすき！！」

「『きん』をほりだして

　こばんまで つくっていたところは

　　　　　　さどだけだったんじゃよ」

「ぼくのだいすきな こばんが

　にいがたのさどで つくられていたなんて カンゲキだ！」



「やまから『きん』をほりだして 『こばん』をつくるには

　たくさんのひとと じかんが ひつようだったんじゃ。

　　なんたって むかしは べんりなきかいなんて ないからのぅ。

いろんな やくわりのひとがいて

　ちえをしぼって くふうして チームできょうりょくしていたんじゃ。

「いまは きかいでやることを

　ぜーんぶ ひとのちからでやっていたなんて すごすぎる～！」

みつけてみよう！

⑤きろくするひと

④みずをくみあげるひと

③やまがくずれないようにするひと

②いしをはこびだすひと

①いしをほりだすひと

⑥いしをすりつぶすひと

⑦『きん』をとりだすひと

⑧こばんをつくるひと

⑨『きん』をはかるひと

⑩『きん』をはこぶひと



「だからさどには たくさんのひとびとが くらしていたんじゃ。
　『きん』がいちばんとれていたじだいには
　　きんざんがあった あいかわのまちだけでも
　　　5まんにんのひとが いたそうな。」

「5まんにん?！ いまよりもおおかったんだね」

　「そうじゃ。にほんじゅうから ひとがやってきて
　　いろいろなぶんかが さどにあつまったんじゃ。
　　　さどはむかしから だれでもウェルカムなんじゃ！」

「さどでくらしていたひとたちの せいかつやぶんかも

　ぜーんぶひっくるめて せかいのたからものなんだ！」



「たいけんじかん のこり3ぷんでーす」

「ひぇぇ いそげぇぇ～」

おしまい

「『きん』をほりおこすことは おわってしまったけれど

　　そのしょうこが さどにはたくさんのこっていて

　　　　　　　　　いまもみることができるんじゃ。」

「きんざんのひみつ まだまだたくさんありそうだね！

　よお～し ぼくも まだねむっているかもしれない

　　　　　　　『きん』をたくさんゲットするぞぉ～！！」



こうざんめいろ

『きん』をほるために つくったみち (こうどう） の ながさは

400キロより ながい！

400キロは さどから とうきょうまでいける ながさだよ
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①いしをほりだすひと ④みずをくみあげるひと

⑤きろくするひと
いしを
ほる
どうぐ

みずを
くみあげる
どうぐ

『きん』を ほりだす ために たくさんの どうぐが つかわれたよ！ いしをくだいて さらにすりつぶして こなごなにするよ

みずのなかで すなと『きん』をわけたり
ぬのにながして ひっかかる『きん』をとっているよ

1トンのいしから とれる『きん』は ほんのすこし！
つくるのはとても たいへんだった

くうきを
おくる
どうぐ

⑥いしをすりつぶすひと

⑨『きん』をはかるひと ⑩『きん』をはこぶひと⑦『きん』をとりだすひと ⑧こばんをつくるひと

②いしをはこびだすひと ③やまがくずれないようにするひと

みつけてみよう！ こたえ
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